
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 概要版 】市立野洲病院・経営強化プラン 計画期間：令和 6年度～令和 9年度 

※市立野洲病院は、周辺医療機関との機能分化・連携を図りつつ、 

疾病予防、急性期から回復期、在宅療養に至るまで、 

地域全体で切れ目なく必要な医療が提供される「地域完結型医療」を進めています。 

 

野洲市の人口推計 
・総人口は徐々に減少するものの、若年層や壮

年層の減少は少なく、R12 年度まで伸びが続
く圏域と見込まれています。 

・高齢化率は上昇していく予測です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能分化・連携強化の取組 
 滋賀県立総合病院：医療連携協定 
 滋賀医科大学：市と共同研究講座（R6年度～） 
 湖南病院：入院患者の受入（一時転院）等 
 在宅医療の連携強化：障害者病棟の新設、回復期病床の増床、 
           訪問診療の充実、レスパイト入院の受入、 
           入院サポートカーの導入（R5年 10 月より） 

 

移転後の新病院における病床機能・病床数 
 

２． 湖南保健医療圏の医療提供体制 

湖南保健医療圏と野洲市の医療・介護将来推計 
 高齢者の増加することで、急性期を終えてか
ら在宅療養に移行するまでの医療とともに、在
宅療養が困難な高齢者（独居老人・老々介護等）
の増加が見込まれます。 
 

湖南保健医療圏における R7（2025）年の必要病床数 
  ・高度急性期・急性期の病床･･･過剰 
  ・回復期･･･大きく不足 
  ・慢性期･･･不足 

湖南保健医療圏における必要病床数の推計結果（『滋賀県保健医療計画』） 

  

地域包括ケアシステムの構築に向けて 
・地域全体で患者を支える「地域完結型医療」の実践 
・疾患を有しながらも症状を緩和しつつ社会生活を支える「治し、支える医療」の実践 
・高齢化の進展に伴い増加する疾病等への対応（複数疾患を有する場合、フレイル、ロコモティブシ

ンドローム、認知症など） 

地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能 

回復期 維持期
一般 地域包括ケア ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ （障害者病棟）
60床 49床 50床 40床
50床減 1床増 9床増 皆増

急性期

・一般会計負担 
→繰出基準（総務省通知）に基づき適切に繰入ます。 

・住民の理解に向けた取組 
→新病院の整備方針や新病院が担う役割・機能について、市民説明会等を通して取り組んでまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  当院は、地域の医療を担う重要な拠点であり、今後も必要な病院で在り続けるためにも、医師や
看護師等の医療従事者を確保することが重要な課題だと認識しています。タスクシフト／シェア
に加え、ワークライフバランスの充実を図り、個々人の働き方に配慮した取り組みを行います。 

 
１，医師・看護師等の確保 
２，若手医師の確保 
３，医師・看護師等の働き方改革への対応 

 

 

 

 

 

 

基本：常に変化する医療環境や診療報酬等医療保険制度に自律的かつ柔軟に対応、不採算医療を含む公
共性の高い医療までを安定的に維持できる経営形態の採用 

 
   ⇒経営形態の最適化に向けた検討を継続しつつ、「市が直接経営する公営企業として、 

さらに健全で自立した経営を行うこと」を原則とする。 

 

 
 

 
 
・野洲市等における感染症患者の対応拠点（入院受入、発熱外来診療） 
・感染対策向上加算１を取得：開業医とのカンファレンス（年 2回程度）、草津保健所との連携。 
・新興感染症が発生した場合においても、正確な情報を基に新興感染症患者への対応を行い、かつ一般医
療への影響をできる限り制御することができる施設・体制づくり（動線分離など） 

 

 

 

 

 

・整備事業費： 建築単価:71.7 万円/㎡ 
※建築資材費の高騰等の事情による。今
後、契約方式（設計・施工一括発注方
式）の強みと、CM事業者の提案を参考
に、整備費用の圧縮に務める。 

 
・医療デジタル化の推進 
・医療 DX（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）の推進 
・マイナンバーカードの保険証利用に対応

（R3.10～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営の効率化に向けて、下記の対策に取り組みます。 
 
（１）収支改善・収入確保対策 
 ①経営力の強化および医療の質の向上 
 ②地域医療連携の強化による患者確保 
（２）経費削減・抑制対策 
 ①医療従事者の負担軽減,働き方改革による業務効率化 
 ②材料費削減対策の検討 
（３）患者サービスなどの推進 
 ①患者満足度の向上 
 ②広報活動の充実による病院全体のブランド化の定着 
 ③医療ＤＸの推進 

 

※収支計画について 
  事業開始（R元年）以降の収支実績及

び新病院開院後に経常損益が黒字化す
るまでの事業収支計画のシミュレーシ
ョン結果概要左記のとおりです。 

  開院 8 年目以降は黒字化を見込んで
います。累積資金余剰は健全経営を維
持、他会計負担金は約 4～5 億円前後で
推移する見込みです（他会計負担金の
うち、野洲市一般会計の実質負担分は
年間約 2～2.5 億円程度、交付税措置分
が年間約 3億円程度）。 

 



 

 

 


